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三 鷹第 2船舶試験水槽の 解析設備の 運用 と

　モ ニ タ プ ロ グラ ム （SM − 43）につ い て

荒　 井 能
＊・田 中 拓

＊

On　the　Data　Processor　 of 　the　Mitaka　No．2Ship 　Model

　　　　Experiment　Tank　and 　its　Control　Program

　　　　　　　　By

Chikara　 Arai　 and 　 Hiraku　Tanaka

　　Recently　the 　knowiedge　o 正the　data　pr  essor 　has　become　essential 　for　the　researchers 　of 　tDwing

tanks 　in　order 　tG　perform　their　 experiments 　 successfully ，　 An 　 on ，iine　data　processor 　 Qf 　the 　Mitaka

No ．2Ship 　Model 　Experiment　Tank 　is　devided　lnt〔｝ t．wo 　parts．　 Thc 　Qne ｛s　the 　on ・line匸lata　recorder ，

in　and 　 output 　per三pheral　 units 　installed　 on 　the 弌owing 　carriage 　and 　the　other 　is　the　central 　processor

unit 　in　the 　computer τoom ．　 As　to　sueh 　a　small 　sized 　on ・line　computer 　system ，　however，　planning

of　the 　control 　program　is　the 　most 　i皿 portant 　sublect 。

　　Thls　paper 　presents　 a　 newly 　designed　 contTol 　program （SM −43）prepared 　for　 more 　 e珮 cient 　 use

of　 the 　data　processor ，　 Utilizing　the　control 　program ，
　the　on −line　daね proeessing　t、　nd 　the　technical

calcu葺ations 　lncluding　 the　 program　compilation 　are　easiiy　perforlned　with 　this　system ．

1．　 ま　 え　 が　 き

　三 鷹第 2 船舶試験水槽 の 水槽絹解析設葡甫は，水槽本

体の 工事が着工 され た ， 昭和 39年頃か ら具体的 な 計画

が 検討 され ， 昭和 41年 9 月 69，000千 円の 費用で完成

した。当時は ， 国内の 研究施設で は ， 計測 と 電子
・
霊【
’
算

機 を連結 した データ処理 設備を備 えた もの は 少 な く，

新水槽の データ 処遡 装置と して どの よ うな規模お よ び

シ ス テ ム を 設置す るべ きか ， 直接 に 参考とな る もの は

皆無に 近い 状態で あ っ た。研究施設 に お け るデータ 処

理 の 技術 は，そ の 後長 足 の 進歩 を とげ て ，当水 槽 の 設

備も ，

一一＆
U
的 な観点か らは すで に 最新 の もの と は い え

な くな っ て い る。しか しア 著者等が こ の 水槽用解析設

備を計画 し ， 4 年間 の 使用を経験 した後 に お い て もな

お ， 船型試験水槽 に お け る 適iEなデータ処理 シ ス テ ム

に つ い て 述べ る こ と に は，多 くの 困難が 感 じ られ る。

船 型 試験水槽 に お け る デー
タ 処理 の 研究 は ， 水槽 で 実

施され る実験 の 種類や運用 の 実績を無視 して は 考えら
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れ ない もの で あ る が ， 設備の 計画時に お け る データ 処

理 に 対す る要 望 の 広 さ と技術的 困難 さの わ りに ， 水 槽

運用の 実績は か な り片寄 っ て お り ， ま だ あ らゆ る場合

を 十 分 に 経験す る に 至 らない か らで あ る。一一
般 に ， す

べ て の 要求 を
一・

様 に 満足 させ た シ ス テ ム が ， 必ず し も

理 想的 で あ る と は限らな い の で ， 将来は シ ス テ ム 工 学

の 立 場か らの 十 分 な検 討 が 必 要 で あ ろ う。

　 この 報告 は ， 三 鷹第 2 船離試験水槽の データ 処 理施

設 を約 3 年間使用 して 得た経験と，こ れ に 基づ い て 初

期の モ ＝ タ ブ P グ ラ ム
， SM −40 を 改訂 した新しい モ

ニタ プロ グ ラ ム ， SM −−43 の 説明 に 関するもの で あ る。

は じ め に ， こ の 水槽用解析設備 の 考え方 と計画 に つ い

て 振 り返 えり， 使用経験 に よ る着干の 検討を加え ， そ

の あとで SM −43 の 概要の 説明 を行 な い ， さ らに 付録

と し て ， 取扱 い 説明書を加 え た。

2．　水槽用解析設備の 計画 と運用

船型試験水槽用の 解析設備 と して は ， データ 処理 ，

（17 ）
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科学計算お よび情報処 理 の 3 つ の 面 に 関 して ， 十分な

能力 を もつ もの が 理 想的 で あ る と考え られ る。近 年の

船舶流体力学は ， 理 論 と設計の 懸隔 力晝せ ば ま る に つ れ

て ， 実用船型を対象 とした 大規模な数値計算の 必要性

が 高ま り，船 型 研究 に科学計算絹 の 大 型 計算機 は 必須

の もの とな っ て い る 。 ま た当部 で ， 現 在 で も デ・一タ と

して の 価値が あ る船型試験結果の 資料 が，1，000 隻以

上 蓄積され て い る こ とを考え る と，
これ ら の データ の

十分な 活用 と管理 に は ， か な りの 情報処 理 能力をも っ

た 計算機が 望 まれ る。こ の 他 ， 図化機，模 型 船お よ び

プ 胃 ペ ラ削成機用 の NC また は曳引車 の各種 コ ソ ト卩

一ル が 可能な 魁御用計算機 も船 型 試験水槽と して は ，

少な くな い 利点を も っ て い る と考え られ る。これ らの

問題は ， 必ずし も水槽特有な も の で は ない た め 切 りは

な し て 検討す る こ と も可能で ある が ，水槽用 の 計算機

の 特徴 と して 特別 に 考えられ るの は ， デ…タ処理 の方

式 と運用 の 仕方 にあ る とい え る。こ の 水槽用解析設備

の 計画 で も予 算上 の 制約か ら，中規模以 上 の 科 学 計算，

情報処 理 お よ び Ni
’
C を分離して 扱 い ， 計算機の 能 力

を デ rt タ処 理 と 日 常の 水糟運用 に 必要な科学計算に 限

定 した。

　2．1．船型試験水槽 にお け る デー
タ処理

　船型試験水槽 の デー
タ 処理方式 に は ， 2 つ の 考え方

があ る。一
つ に は ， 本水槽 で 採用 し て い る よ うに 水槽

曳引車上 で計測され た データ を オ ン ラ イ ン で リア ル タ

イ ム に 近 い 形 で 処理 す る場合 で
， 他方は ， オ フ ラ イ ソ

に バ
ッ チ方 式 で 処 理 す る 場合 で あ る。最近各地 の 船型

試験水槽 が ， 解析設備 に 多くの 関心を示 して い る こ と

を考え る と， 両者 の得失 に つ い て の 論議は か な りの 重

要 性 が あ るが
， 具体 的 に は ， 設備予算 ， 事業所の 性格 ，

目的 等と関連 して い る の で ，

一
概 に 判 定 す る こ とは で

き な い で あ ろ う。

　データ処 理 の 問題を幾分具体的 に 考え て 見 る と， 水

槽試験 の データ処理 は ，

一
般 の 船型試験の 解折 と波浪

中の 試 験 等時間的 に 変動する 量を 扱 う実験 データ処理

の 2 つ に 分け る必要が ある。こ の 分類法 は，次の 点で

本質的なもの で あ る。 すな わ ち 前者 の 計測値は 各種 の

雑音を含ん で い るが ， 時間的 に は 不変なもの と考貞．ら

れ る か ら， 計測値 の 平均化等に よ る最終的 な計測値の

決定は ，計測 黙 自身 ま た は計 測 者 が 行 な い 得る もの で

あ り，データ 処理 装置は 関与 しな く て も可能 で あ る が ，

後者の 計測値 は ，時間的 に 変動す る デー
タ で あ るか ら，

こ の 中か ら造船学的 に意義の あ る データ を読 み取 る作

業は
尹

デー一タ処 理装置を利用す る必要があ る 。

（18 ）

　 2．2． デイジタル ヂータ処理

　デ イ ジ タ ル データ を 扱 う笑験 と し て は 平 水 中 の 抵

抗，自航 お よび プ P ペ ラ単独 試験等の
一
般の 船型 試験

が 主 で あ るが，こ れ らの 実験 で は ， 1％ 以 上 の 精度 を

要求され る こ とが普通 で あ るの で ，

一
般 に ア ナ ロ グ型

よ り精度が高い ディジタ ル 型 の 計測器が使用され る こ

とが多い 。こ こ で は，こ の 極の 計測 の 処理 を デ イ ジ タ

ル データ 処理 と呼ん で ， 時間的 に 変動す る ア ナ ロ グデ

ータ の 処理 と対比させ て 考え る。

　データ 処理 の 技術的立 場か ら考え る と ， デ イ ジ タ ル

デー
タ 処理 に 重要な問題は少ない e しか し， 将来計測

器 と計算機 を直結 させ る場合 は，ノ イ ズ お よび ，計測

系 の 固有周期 に よ る出力 の 変動 を除去 して 計瀾値 を決

定す る ブ P グラ ム の 考え方 に は 若干の 研究課題が残さ

れ て い る。三 鷹第 2 船舶試験水槽 の 解析設備 で は ♪ 上

記 の 困難 さを避け る ため に ， その 間 に人為的な作業を

残 し て お り，計算機へ の 入 力媒体は 紙 ア
ーブ に よ っ て

い る。 デ ィジ タ ル 計測の データ 処 理 の 典型 的 な例と し

て
， 船型試 験 に お け る抵 抗 お よ び 自航 試 験 で 使用 し て

い る解析処理 の プ μ セ ス を 図 1 （文献（2） か ら転載）

に示 す。

　2．3． ア ナ ロ ゲデータ処理

　 ア ナ ロ グ計測の デ
ー

タ 処理 に は ，2 つ の 重要な問題

が あ る e そ の
一

つ は ， 主 に 規則波申の 試験等 で ， 現在

の と こ ろ ， 波形の 読み 取 り方法に対す る考え方が極わ

め て 不 明 確 で あ る e

一
般 に行 な わ れ て い る波 浪 中 自航

試験 の 場 合 の よ うに ，
プ 卩 ペ ラ ・ス ラ ス トお よび トル

クの 計謝 に対す る 主な興味が ， 単 に 変動の平均値に あ

る場合を除い て
， 統計的 不規則振動で は なく， む し ろ

掛
面

駅

（平水中の 水槽試験 ） （渡 浪 中 の 水 槽 試 験 ）

デ t ジ タ ル 計測

惜
贏

蝋

　 　

葦
ec 　 　 SU1
　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　 　 　 　 寸　　　　　　　　　　　　 」　　　　テータの保存，再解挺等
　 　 テ

「一
タの操存，再解考斤馨

図 1 船型試験水槽 の オ ン ・ラ イ ソ ・データ 処理

ア ナ 日 グ計 測

ー

ー
A − D変 換器

　計 瓢記 録

磁気テ
ー7装置厂

デ ィ ジタ丿レ

隻験猛号

含図マ
ー

キゼ ∫フ

’
シヨ ン

定数等

桝 鐫 巣の印享

辮鮮 チ ・ ・ ネ・欟
ー
ー
し

ー
ー
ー

　　　　 テ
「一

ク伝送
1テータ‘講 装眞，卜ロリ線〕

皿一　一一
デ
ー

タの読脳 ，尉斤

中央演算轡搬 置

〔丁os日嶋
一
躅 旧 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



National Maritime Research Institute

NII-Electronic Library Service

National 　 Maritime 　 Researoh 　 工nstitute

表 1 水槽用解析設備 に要求され る データ の サ ソ

　　プ リソ グ周波数

研　究　項　目 ・ 測 ・ 薩 驫
・副

樹

豐
・壓 藤 i

電気的 な ピ ッ ク

ア ッ プ を 用い た

3 分 力試 験 等

波形解析 に よ る

造波抵抗の 計測

0 ，5〜2

規則波中船紲試
験

不 規則波中船型
試験

モ九揚
ト

，

ン

、
抗
メ

抵
傾

後続波形

2 − 10

20〜50

　 　 　 　 　 　 　 1

鮴 黝 ， 波副 1・− 20

＿一一一一．、一＿．』＿．一』．1

船体運動 ， 波形

騾 掘 の 研究 1艦 §農茸

波浪衝撃荷重の

1研究
1＿＿＿＿＿＿ ．＿ tt＿．＿一

波浪中 トル ク 変

動 の 研究

衝撃荷重等

クルラ

動

ぺ

変

p

転

　
　

　

て

フ

旧ド

2  〜100

500〜1，50G

1，000 以 上

300〜1 ，000

規則的で あ る が歪 の 多い 有限記録の 中か ら，造船学的

に 意味の あ る 変 動 の 振1雇， 位相差を と りだ す こ とに 問

題 が 残され て い る
（1）。他 の 重 要 な 問題 は ， 水槽用解析

設備の 計画 に際 し て
， 計算機本体 の 計算能力 ， データ

処 理 装置 と して の 規模，データ 伝 送速度等の すべ て の

面 に つ い て ， 上 限 を規定す るの は ， ア ナ P グ計測 の デ

ー
タ 処理 で あ るが ， 実際 に化様 の 極限 と し て の 処理 能

力を必要 とす る実験 の 頻渡は ， 極わ め て 少 な い。しか

し な がら，データ処理装置 が その 真価を発揮す る の は ，

日常 の デー
タ 処 理 を淀み な く進行 さ せ る定常的な能力

とは 別 に ， 他 の 水槽 ま た は 施設 で は 行なえ な い よ うな ，

極限的 な性能を 示すと きに も見られ る こ とを忘れ る こ

とは で き な い 。こ の よ うな 幾分 特殊 な仕 様 と，日常 の

作業 に 必要な仕様との バ ラ ン ス が失 わ れ な い よ う計画

す る こ とは 重要 で あ る e

−・例 と して ， こ の 水槽用 解析設

備 に 要求 され る データの サ ソ プ y ソ グ速度 を 各実験の

種類別に ， 表 1 に示 した 。 図 1 に ア ナ P グデータ 処

理 の 例 と し て ， 規則波中船型 試験 に 適当と思 われ る。

データ の 読み取 りお よ び 解析処理 の プ P セ ス を 示 し

た。また ， 本水槽用解析設備の デー・一ダ処理 速度等の 関

連を図 2に 示 した 。

　 2．4． オ ン ラ インデータ処理

　先 に 述べ た よ うに ， こ の 水槽用解析設備 で は，曳引

車で 集録したデータ の オ V ラ イ ン に よ るデータ 伝送が

19

可能で ある 。 デ ィ ジ タ ル ・データ は 紙 テ ープ を使用 し，

ア ナ ロ グ ・データ は 記録用 の 磁気テ ープ装置を使用 し

て
， それ ぞれ デー一　S 伝送装置 お よび水槽 の トV り・t線

を通 して 颪接 に 計算機本体 に 送 り， 解折結果は，曳引

車上 の 出力 タ イ プ ラ イ タ に 印宇 され る よ うに な っ て い

る 。 これ ま で の 使用経験 に よ る と， 伝送 に 関 して ト V り

一線 と曳引葺｛パ ン タ グ ラ フ の 摺動面 に 発生 が 予想 され

る ノ イ ズは ， 重要な障害 に なっ て い ない 。着干の テ ス ト

に よ る と ， すくな くも曳引車 の 速度 が 4　m ！sec ま で は，

走行中 の デ イ ジ タ ル データ の 伝送 は 十分可能 で あ る。

データ 伝送速度は ， 1 ，600 ボーで ， デ イ ジタ ル データ の

伝送 に は，支障 は ない が，ア ナ 卩 グデータ の 伝送 に は ，

約 100data／see の 速度とな る の で 必らずしも十分で な

い 。 も し伝送速 度が は な は だ し く不 足 す る場合に は，磁

気テ
ープを直接計算機室 に 運搬す る 方が有効 で あ る 。

　 こ の 水槽用解析設備でデータ伝送 を採用 した の は ，

次の 理 由 に よ っ て い る。当水槽 は 研究用 の 水槽 で あ る

か ら，実施 され る水槽試験 の 種類 1ま広範囲に わた り，

要求 され る精度 も高い 場合が多い
。 ま た 大型 水槽で あ

るか ら試験 の 再試お よ び追試は ， 水槽 の 運用 に大 き な

障害と なる こ と等か ら， 試験を実時間に 近い 形 で解析

す る こ とが，概究 の 完全 と能率 に 大 きく寄与す る と考

え られ る 。 しか し ， こ の 才 ン ラ イ ソ データ処理 装置を十

分 に 活用す る こ とに つ い て は 2 二 ，三 の 困難を克服す る

必要 が あ っ た 。その
一

つ は，こ の 水糟用解析設備 に 適 し

た モ ＝一タ ー・プ ロ グラ ム の 作成で あ る。本 シ ス テ ム の 使

い 方 に つ い て 簡単に 述べ る と ， 計算機室 で は 常時科学

計算が 実施 され て い るが ， 水槽 曳 引車か ら伝送 さ れ て

く るデー
タ は ， 高い 優 先順位で直 ち に解析処理 され る

よ うに な っ て い る，計算機の 磁気 ドラ ム に は ， ユ2種 以 内

の プ P グラ ム を記
．
隠させ て お き， 割算機室また は 水槽

曳引車か ら PROGRAM 　SELECT ス イ ッ チ で 必要な

プ Pt グ ラ ム を 選択 し て 使用 で き る よ うに し て あ る 。 も

と よ り， こ の 解析設備の よ うな小規模なシ ス テ ム で ， 完

璧な動作を期待す る こ とは で きない が ，
・1 ソ パ イル

，

ア セ ソ ブ ル お よび計算 の 実行 ， 曳引車か ら伝送 され る

ディ ジ タ ル ・データ 処理 に 関 し て ， 当水 槽 に 適 した も

の が 研究され，著者の
一t一

人 に よ っ て 完成され た が ， こ

の 内容につ い て は次章以下 に 詳説す る。

　 他 の
一

つ に ， プ P グ ラマ
ーの育成 に関す る問題があ

る。オ ソ ラ イ V データ 処理 を行な うプ ロ グラ ム は，ア

セ ソ ブ ラ 言誘 に よ らなけれ ば ならな い か ら ，
プ ロ グ ラ

ム の コ ーデ ィ ン グが で きる研究者 は 限 られ て くる し，

一般 に オ ン ラ イ ン データ処理 の 特徴が顕著で な い 計算

（19 ）
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　　　　王06dala／皇ec 以
．
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1

〔3 チヤ ン ネ ル 同時 伝送可能 ）
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表
．
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30Dμ s／data
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磁 気 テ
ープの
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009s／dat

　以 ド

＼
　　 （TOSBAC 　3300B ＞

　 　 コ ア へ の 転 送

800gsfdata ｛1，250data／sge 〕以．E

磁 気 テ
ープ 装竃　　　　　　　　 Ths

央 演算処理 装置

　　 図 2　データ処理 速度等

で は ，科学計算に よ る解析方法が得策 と も考え られ る。

専門の プ V グ ラ マ
ー

の 育成 が 困難 な 場合 に ， 目前の 研

究 に忙 しい 研究者 に ， 繁雑 なア セ ン ブ ラ 言語 に よ るオ

ソ ラ イ ソ デー
タ処 理 プ ロ グ ラ ム を作 らせ る こ とは やや

迂遠な感が もた れ る こ とは 否め な い。オ ン ラ イ ソ デ ー

タ 処 理 が十分生 か され るた め に は ，
ソ フ トウ ェア の 蓄

積 ， プ 卩 グ ラ マ
ーの 教育お よ び ア ナ 卩 グ計測 の 定式化

を
一
層すす め る必 要 が あ る 。

　なお こ の 水槽胴解析設備 に つ い て は ， 文献 （2 ）ま

た は （3 ） に 報告され て い るが ， シ ス テ ム の 概要を図

3 （文 献 （2）か ら転載）に示 した 。

　 3． モ ニ タブq ゲ ラ ム と ソ フ トウ ェ ア

　 モ ニ タ ブ 卩 グ ラ ム SM −43 で は ， 計算機 の 割込み 機

能を利用 し て
， 船型試験解拆 プ P グ ラ ム RS −43 の 実

行 と ， 他 の 科学計算 の コ ン パ イ ル お よ び実行等 の 半平

行処理 を行な っ て い る。こ こ で 半平行処 理 とい っ て い

　（20 ）

るの は ， 計算機が演算中に水槽曳引車か らの舗込 み 要

求が ある と，現在実行 中の プ ロ グラ ム を
一・

時中断 し て

退避させ ， 船型試験解析 （デ イ ジタ ル データ 処理） に

必要 な プ 卩 グ ラ厶 を コ ア に転送 し て 処理 を 行ない ，終
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れ ば萼 ぴ もとの プ P グラ ム を復元 L て 続行する こ とを

さして い るa こ の 二 つ の 異 な っ た プ ロ グ ラ ム の 闘に 介

在して 計算機 を制御す るモ ニ タ プ ロ グ ラ ム の
一

つ と し

て 開発 した の が SM ・−43で あ る。 しか し ，
　 SM −43 は ，

下 記 の 理 由か ら本質的 に ア ナ ロ グ デーダ 処埋 の 機能 を

持 っ て い な い 。すなわち，

　 1 ） ア ナ ロ グデータ は データ 量 が多い た め に ， 同時

　 に 保持す べ き他の プ ロ グ ラ ム を格納す る補助記憶装

　置の絶対量が 不足 して い る。

　 2 ）後に 述べ る よ うに ， 時間的 に 不 経済なプロ グラ

　 ム 転送方式を 採用せ ざる を得な か っ た た め に ， 計測

　用磁気 テープ 装置等の 速応 1生が 要 求 さ れ る 機器 に

　 SM −43 は 追 従 し得ない。

　 3 ） ア ナ ロ グデータ 処理 と科学計算を 同時に行な う

　 こ と は 少ない 。

　 ま た
，

SM −43 で は ， 水槽曳引車 か らの 船型試験解

析を優先的 な割込み 顯位と して い るが，これ は 約 15 分

に 1 回の 割 で ， 1 回最大 3 分程度の 処理時間 を要する

の み で あ るか ら，割込 まれ る プ μ グラ ム に対して は ， さ

ほ どの 影 響 は 与え て い ない 。こ の た め に 計算機 に 付属

し て い た　ALPS 　 I ＝ ン パ イ ラ ，
　 SMAP 　 II お よび

MIMTAP 　B ア セ ン ブラ を
一．
都 改造 し て ALPS 　 IS，

SMAP 　IIS お よ び MINITAP 　BS と し
ア

こ れ らに よ

る ＝ γパ イル ， ア セ ソ ブ ル お よ び演算 の 実行を被割込

み プ 卩 グ ラ ム と し た。ま た 本 シ ス テ ム の 製 作 者東京芝

瀦電気 （株） に お い て 製作 され た船型試験解析プ P グ

ラ ム ， RS −42 を
一

部修 正 し て 割 込 み プ v グ ラ ム と し

た 。

　3．L 　コ ン パ イラ およびア セ ン ブラ の改造

　計算機の 付属プ 巨 グラ ム の うち ア セ ン ブラ 類 は 専有

語 数 も少 な く比 較的 容易に 被割込 み プ ロ グ ラ ム 化す る

こ とが 可能 で あ っ た。し か し ALPS 　I は ほ とん ど ゴ

ア の 全域を使用 し て い る た め に 割込 処理用 モ ニ タ ブ P

グ ラ ム を収 容す る余地 が なか っ た 。こ の た め に ALPS

I の 専有域を約 1％ 犠牲 に し，さ らに SM −43の 大 部

分を ， 通常 は ドラ ム に 格納 し て お い て SM −43 本体 を

コ ア に 転送す るた め に必 要 な ル ー
チ ン の み を コ ア 上 に

常麗 した。そ して ， SM −43 本体が 呼 び 出 され て コ ア

上 に あ る とき に は ， か わ りに コ ア の 内容 を ドラ ム に 格

納 し ，
SM −43 の 処 理 が 終 わ っ て SM −43 を ドラ ム に

格納す る と き は コ ア の 内容を復元す る よ う に 工 夫 し

た。上 記の 手続 き｝＊　

・
／ドラ ム の 1 ス ト リソ グずつ 交互 に

行ない
， 先 に コ ア に 転送 した ドラ ム の ス ト リ ン グに ，

次 の コ ア の 1 ス ト リソ グ分を書 き込む よ う に し た の

21

で ， 結果と して ， 転送所要 li寺間 は ふ えた が ， ドラ ム を

節約す る こ とが で き た 。 （この 方式 を ， 以 下に Alter・

native 　methQd と名付け る。）また ， 割込み に よ る プ ロ

グラ ム の退避 ， 転送 お よび 復元 に も本方式を採用 した

の で ， さ らに 大幅 な ドラ ム の 節約が 可能と な り， こ の

よ うな小規模 な シ ス テ ム で は 困難な コ ソ パ イ ラ の 内蔵

が 可 能 と なっ て ， コ ン パ イル 操作を大幅 に 簡略
．
化す る

こ とが で きた。な お ，
ALPS 　I で は ， 標準関数の り Pt

ケ ーシ 。ン を ， 紙テ ープで入力す る と き に行な う よ う

に な っ てい るの で ， 標準関数は ドラ ム に 格納す る こ と

が で きず，した が っ て
，

ゴ ソ パ イ ル の た び に 紙テ ープ

で 入 力 させ な けれ ば な らな い。

　ま た，計算機付属の プ ロ グラ ム は ， プ ロ グ ラ ム の 終

了 ，
エ ラ ーの 検出等の 場合 に は 計算機が停止するよう

に な っ て い た が ， 常時割込 み に備え るた め に は 計算機

を停止 させ る こ と は で きな い 。こ の た め ，SM −43 内

に コ メ ソ ト出力 ル ー
チ ン と停止指令代替 ル

ー
チ ン を置

き，
コ ン パ イ ル 操作 の 各相 の 終了 の とき等に は コ メ ン

トを 出力す る よ うに し ，

一時停止 は 割 込動作 に 置換 え

て 停止指令代替 ル ーチ ン で 処理 す る よ うに した。

　また ， ALPS 　IS と SMAP 　1王S の 共存 は ， ドラ ム の

不足 の ため不可能で あ っ た の で
｝ ど ち らか一方の みを

絡納 して
， 格納 した し る しをモ エ タ ブ P グ ラ ム に 書き

込 ん で 記隠さ せ る よ うに し た 。こ の ほ か 被割 込 み プ ロ

グ ラ ム の 実行指
．
令硝 と して ロ ーデ ィ ン グモ ＝ タ を モ ニ

タ ブμ グ ラ ム 内に 付属させ た。

　 3．2． SM −43 の 梼成

　SM −43 は 初期 に 製作され た東芝製 モ ニ タ ブ P グ ラ

ム SM −41を 改良 した もの で そ の 主 な相違点を以下 に

列挙す る。，

　 1 ） SM −41 用 コ ン パ イ ラ ，　 ALPS 　M （2　pass）の 操

　作 が は ん 雑 な の で ALPS 　I （I　 pass） に 手を加えて

　大部分を ドラ ム に 格納 し， 操作 の 簡易f匕をは か っ た。

　 2 ） SM −43 の 作成 に 関連して 若干 の ハ ードウ エ ア

　の 改良　（Time 　counter の 害11込 み ，
1／0 エ ラ ーの 割

　込 み ， 入 出力機 麗 選択 の 保存）を 行 な っ た の で
， こ

　れ らの 機能を加 え た 。

　 3 ） コ メ ン トお よび エ ラ
ーメ

ッ
セ ージ を出力す る よ

　 うに した。

　4 ） ALPS 　 IS で コ ソ パ イ ル し た プ ロ グラ ム を 水槽

　 曳 引車か らも使用 で きる よ うに した。

　 5）SMAP 　IIS，　MINITAP 　 BS 等の ア セ ソ ブ ラ が

　使用 で きるよ うに しk 。

　6 ）A1 しernative 　 method 採用 の 結果 ドラ ム
ー

コ ア 間

（21 ）
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　の 転送時聞が 大幅 に 増加 し た。

　 SM −43 は 大 き くわ け て コ ア 常置 ル ー一
チ ン

， 中継 ル

ーチ ソ お よびモ ニ タ本体 の 3 つ の 部分か らな っ て い

る。

　3．2．1．　コ ァ常置 ルーチ ン

　SM −43 が 動作す る と き， 本俸全部を ドラ ム か ら コ

ア へ 転送す る ル ーチ ソ に は か な りの 語数を 必要 とす る

が ， ドラ ム の 1 ス ト リ ン グ を中継す る よ うに して
，

U

ア に は こ の ス ト リ ン グの み を ア ク セ ス す るル ーチ ン だ

け をお い た 。以 上 を 含め て コ ア 上 に 常置され るル ー
チ

ン は次 の 逓 りで あ る。

　 1）害腿 み の と きの 入 i4ル ーチ ソ 　　　　　23 語

　 2 ）割込 み 以 外 の 入 ロ ル ーチ ン 　　　　　　14 語

　　 この IV −一チ ン は ， 割込 プ ロ グ ラ ム が 終了 した とき，

　停止 代替ル ー
チ ン 用 ，

一＝ ラ
ー

メ ッ セ ・・…ジ 出力用 お よ

　びプ ロ グ ラム テ ーブ入 力完了時に SM −43 に しる し

　を書き込む と きの 入 目 等で あ る。

　 3） SM −43 か らの 出口　　　　　　　　 13 語

　 4 ）　Time　 COtLnter セ ツ ト ル ーチ ン 　　　　　　　　12 言吾

　 5） 卩
一タ ル ーチ ン 　　　　　　　　　　　5 語

　　計算機が 処瑳 すべ き演算が ない と きに ， 計算機
’
」

　ン ソ ール の シ ーケ ソ ス ラ ン プに
一．・・

定 の パ タ ン を表示

　 し で こ れ を大 略一秒 に
一…回 の 割 りで 1 ビ ッ トず つ 回

　転 させ る ル ーチ ソ の こ とで あ る 。

　6 ）停電時 の プ μ グ ラ ム 貨を護 ル ーチ ン 　　　2・1 語

　　 こ の ル ーチ ン は ハ ードウニア の 関係で 現在は 使用

　 して い ない 。

　3，2 ，2．中継 ル
ーチ ン

　 こ の ル ・一
チ ン は ドラ ム の 上ス ト リ ン グ

．
を占め て お り，

Alternative　 method に よ っ て コ ア の 内容 と SM −43 と

を 置：換す る。ま た こ の ル
ー

チ ン で は，計 算機 の U ジ ス

タ 類は 全 く使用 しな い
。

　 1 ）入 口 用 ル
・一チ ン 　　 　　 　　 　　 　 22 語

　 2 ）出 口用 ル ーチ ン 　　　　　　　　　　 IY 語

　 3 ）ALPS 用出 ロ ル ーチ ソ 　　　　　　　 20 語

　　 ALPS 　 IS で ：1 ン パ ィル を始 め る場合， コ ン パ イ

　 ラ の ゴ ア へ の 転 送 と SM −43 の ドラ ム へ の 格納 が交

　互 に行なわれ る必要が あ るの で ， こ の た め に 特別な

　ル ーチ ン を使用 して い る e

　 4 ）分岐 ル ーチ ソ 群 　　　　　　　　　　 25 語

　　 上 記 の 1）お よび 2 ）は サ プル
ー

チ ン で あ るか ら，

　その た め の 分岐 お よ び 各目的別 の 分岐 を行 な う。

　 5 ）空白 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26 言吾

　　今後 の SM −43改良 の た め の ス ペ ー
ス で ある。

（22 ）

3．2．3． モ ニ タプ ロ ゲラム 本体

　モ ニ タ 本体 は大別 し て 7 箇 の ル ーチ ン か らな っ て い

るe そ して 特に最初 の 2 つ に つ い て の 方式は SM −41

と あ ま り変わ っ て は い な い 。

　 1）割込 み 処 理 ル ー
チ ソ 　　　　　　　　　222 語

　 割 込 み が 生 じた とき の レ ジ ス タ 類 の 保護，割 込 み

　の 登録お よび 種別 の 判定 ，
コ ア の 内容の 保護 と割込

　み 用 プ P グ ラ ム の 転送等を 行 な ＝・て か ら割込 みプ ロ

　グ ラ ム の 演算 を実行 し，こ れ が 終 わ る と U ア お よ び

　レ ジ ス タ の 復元 ， 登録 の 取消 し等 を行 な っ て も との

　プ ロ グ ラム の 演算 に もどる。

　2 ）船 型 試 験 解 柝 ル ーチ ン 　　　　　　　 100 語

　　主 と して PROGRAM 　SELECT ス イ ッ チ に 髑す

　る処 理 ル
ーチ ン で ，PR．OGRAM 　 SELECT ス イ ッ

　チ の 位置を 解読 して 必要な ブ 卩 グ ラ ム の 転送を行な

　っ た り新 た な割込 み を起 し．た りする 。

　 3） P 一デ ィ ン グモ ニ タ 　　　　　　　　　110 語

　 被割込み プ P グ ラ ム の 実行指令は紙テ ープに よ っ

　て 与 え られ る が ， こ れ、を 解読 し て チ ェッ ク した り，

　これ に よ っ て プロ グ ラ ム を 用意 して 実行 に 入 るま で

　の 制御を行な うe こ の ル ー
チ ン に は 2箇 の キ・一ワ ー

　ドが あ っ て 1箇 は ドラ ム 内の 処理 プ P グラ ム の 種類

　を示 し ， 1箇 は 処理 の 各相 の 終了 の た び に 書 き替 え

　られ る。そ し て次 の芙行指令が 来 た と きに キ ーワ ー

　ドの 中身を 調べ て 正 し い 蒔 に は 次の 実行 に 移 り， 誤

　っ て い れ ば エ ラ ーメ ヅ セ ージ を 出力す る。

　4 ） x ラ・一処 理 ル ーチ ン 　　　　　　　　 37 語

　　モ ニ タが 動作中に 検出された二xx ラーお よ び A廴PS

　の 実行 プ ロ グ ラ ム 内の エ ラ ーは，そ の エ ラ
ーが検出

　され た番地 を ERROR × xxx ×　（8 進表示番地）

　と赤字 で 付属 タ イ プ ラ イ タ （フ レ ク ソ ラ イ タ ） に 出

　力 す る。1／0 エ ラ
ー

は ハードウ 訴ア で 最擾．先の 割 込

　み とな るの で ， すべ て の PTR を 使用 す る プ P グ ラ

　ム に 対 して 有効 で あ る。そ して 1／0 エ ラーを生 じ

　た プ ロ グ ラ ム は 中止 され ，
エ ラーメ ッ セ …ジ と し て

　ERROR 　17777 が出力 され ， 計算機は よ り低 い レ ベ

　ル の 演算処 理 に移 り，
INVARID 　OPERATION ラ

　ン プが点灯す る が ， 以後の 演算に 支障 は ない 。ロ
ー

　デ ィ ン グモ ニ タ で 1／0 エ ラーが 生 じ て もモ ニ タ 処

理 中は 割込 み を禁 止 し て い る 。 しか し， こ の ときは

　1 字読む ご と に 割 込 み フ リッ プ フ ロ
ッ プ をセ ソ ス し

　て い るの で ， も し 1／0 エ ラ ーが 生 じ た場 合 は 直 ち

　に モ ＝ タ本体 を格納 して 割 込 み禁止 を解除す る 。

　5 ）停止 指令代替 ル ー
チ ン 　　　　　　　　11 語
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　計算機 を停止する代替と して ， 次 に 実行すべ き番

地 を Q レ ジ ス タ に 入れ ，
コ ア 常置 ル ーチ ソ の 特定番

地ヘ ジ ャ ソ プ させ る と罰 込 み が 生 じて 一時的 に P 一

タ へ 行 く。 この割込み を終結させ るに はハードウ ェ

ア で さ ら に 上．
位の 劇込 み を起 し て リ タ ン ア ドレ ス を

以 前 の Q レ ジ ス タ の 内容 と書きか え る よ うに し た 。

な お ， こ の 割込 み は計算機 コ ン ソ ール の INTER ・

RUPTION 　IN キ イで も発生 させ る こ とが で き （こ

の と きの 穿タ ソ ァ ドレ ス は INTERRUPTI ◎N 　 IN

キ イが 押され た ときの 計算機 の シ ー
ケ ン ス カ ウ ン タ

の 番地 十 1 と な る）こ れ に よ り被割込 み プ コ グ ラ ム

を中断 で きる。さ ら に ， 解析機窟制脚 テ
ーブ ル の

LOCK キ．イの オ ン オ フ で リ タ ン ア ドレ ス の 書 き替

え を制｛卸する こ とに よ っ て ， 次に 笑行すべ き番地 へ

行 くか ， すべ て を解除 して ロ
ータ へ 行 くか を 選択で

き る よ うに し た。以 上 に よ り全 く計 算機 を停AE させ

ず に 演算 の
一

時停止 （HALT ）が行 なえ る ばか り

で な く， 演算へ の 復帰再開 （START ）ま た は 中

止 （ALLRESET ＞が 自出に 選択 で きる よ うに

な っ た e6

） ＝ メ ン ト出力ル ーチ ソ 　 　 　　 　 　 　 50 語

　エ ラ ーメ ッ セ ージ や ALPS 　IS の 各相の 終了 を 示

すた め に コ メ ソ トを 霞力する ル ー・tチ ン が あ り，
コ メ

ン トは 3 字 1語 の 害ll合 で 90 字分 が 内蔵され て い る 。

　そ して ， こ の ル ーチ ン に 来たときの イ ン デ ッ ク ス

レ ジ ス タ の 内容 に 従 っ て それ ぞれ 異な っ た コ メ ン ト

を 出力 し，特定の 符号 が 現 わ れ れ ば 出力 を停止す る 。

7）空 白　　　　　　　　　　　　　　　　31 語

　中継 ル ーチ ン 部と と も に 若干 の 空白が プ ロ グラ ム

窪）改臭の ため に 残され てい る。こ れは ドラ ム 転送が

ブ P ッ ク方式 の た め に 生 じ た もの で あ る。 ま た 現在

使用 され て V ・ない PROGRAM 　SELECT ス イ ッ チ

酪　 ，

図 4　 SM −43 の フ P 一チ ャ
ート

（23 ）
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の テ ーブ ル 類 は すべ て 確保 し．て あ る。

　以上述べ た SM −43 の フ ロ ーチ ャ
ート を 図 4 に

示 す。な お ， こ の ほ か ，
SMAP 　I （1　pass ＞お よ び

ALPS 　II （2　pass） も同様 に 被割込み プ P グ ラ ム 化

す る こ とは 可能で あ るが ，利用度が 少ない の で 今回

は は ぶ い て あ る。

付録 　モ ニ タ
ー

プ ロ グラ ム （SM −43）

　　　　取 扱い 説 明

　モ ニ タープ ロ グラ ム ， SM −43 の 取扱い に つ い て説

明す る。SM −43 の 管理
−
下にあ る．各 種 プ P グ ラ ム に つ

い て は ， 主 に文献 4 を参照す る こ と と し ， 本書で は，

関連 した 事項 の 説明に と と どめ る、

A −1　SM −43 の起動

　 A −1．L 　計算機の状態

　 計算機本体，ドラ ム ， PTR ， 解析機室 フ レ ク ソ ラ

イ タ （以 下 FW2 と書 く）お よ び 制 御 テ ーゾ ル に 電 源

が 投入 され ， すべ て 正常 に 動作 して い る も の とす る 。

　計算機 コ ン ソ ール 第 1 パ ネ ル の キ イ を以 下 の よ うに

セ ッ トす る。

　 1 ＞SENCE ：す べ て オ フ

　 2 ）UNLOCK ： オ ソ

　 計算
．
機 コ ン ソ ール 第 2 パ ネル の キ イを 以 下の よ うに

セ ッ トす る。

　 3）　 INTERRUPTION ： INHIBIT 　i ン ，　 PER ・

　 MIT オ フ

　 4 ） ERROR 　CONTROL ： EFFECT 　オ ン
，
　 NO

　 EFFECT オ フ

　 5）INDICATOR ：A オ ン ，
　 MU オ フ ，

　 g オ ン
，

　 M オ フ ，
0 オ ソ

，
F オ フ

，
　 SR オ ソ

，
　 AR ・IX ・IF

　 オ フ

　　6 ）HALT ，
　 JUMP ： HALT オ ン ，

　 JUMP オ フ

　　7 ）ADDRESS 　STOP ： オ フ

　　8）OPERATION 　 MODE ：AUTO オ ン
，
　 TEST

　 オ フ

　　g ）CLOCK 　 PULSE ：HIGH オ ン ，　 LOW ・ONE

　 オ フ

　 10）SINGLE 　STEP ； オ フ

　 ユ1）SINGLE 　CYCLE ： オ フ

　　1与 ム の SW1 お よび SW2 を すべ て WORK

に し，PTR の 速度 ス イ ッ チ を 200　 character ／sec に

．
す る 。

（24 ）

　A −1．2． SM −43 の 入 力

　 SM −43 の MBT （紙テ ープ ）を PTR に セ
ッ ト

し ， 計算機第 1 パ ネ ル の キ イ を OPERATION 　STOP ，

ALL 　RESET （こ の キ イ を押す こ と を計算機を リ セ ッ

トす る と書 く）， INITIAL 　LOAD の 顳 に 押す。

　　 PTR が 動き出 し て
一度停止 し ，約 8 秒後再び 動

　作 し ， 終わ れ ば ゴ ソ ソ ール の ラ ン プ に
一

定 の パ タ ン

　が セ ッ トされ ，左 か ら右 に ゆ っ く り移動す る 。 （こ の

　状態を ロ
ータ が 回 る と書 く）。

　 卩
一

タ が 回 り幽 した ら ， 計算機 コ ン ソ ・一ル 第 2 パ ネ

ル の キーを以 下 の よ うに セ ッ トす る。

　 1 ）INTERRUPTI （，N ：PERM1T オ ソ
，
　 INH1BIT

　 オ フ

　 2 ）ERROR 　CONTROL 　 l　NO 　EFFECT 　オ ン ，

　EFFECT オ フ

　　 も し ， 以 上 の 操作申 に 1／0 ：L ラ
ーを示 す ラ ソ プ

　が点灯 した場合 は テ ープの 不良で あ る か ら計算機を

　 リセ ッ ト し，新 しい テープ で 始 め か ら行な っ て み る ，

　 な お ，以 後 プ ロ グ ラ ム テ ープ を 入 力す る と き は 必 ず

　 A −
／．1 の 　4 ） の よ うに キ イ を セ ッ ト し ， 終 われ ば

　 A −1．2 の 2） の よ うに セ ッ トす る。

　A −L3 　 SM −43 の停止 お よび再 起動

　 SM 畷 3 を使用 した 業務 が 終了 し， 翌 日 また 続けて

SM −43 を使用 す る業務 を 行 な う と きは ， 以 下 に 述べ

る操作 に よ りすべ て の プ P グ ラ ム は保存され ， 翌 日直

ちに 使用す る こ とS：可 能 で あ る。

　 ロ
ータ が 回 っ て い るか ，また は計算：機第 1 パ ネ ル の

耳NTERRUPTION 　 IN　キ イ を押す と P 一タ が躑 り出

す と きは ， 次 の 順序で 電源 を 切 る 。

　 1） P
’一タ が 回 っ て い る こ とを確認 して 計算機を リ

　 セ ッ トする。

　 2 ） ドラ ム の SW1 お よび SW2 を DEAD に

　 す る。

　 3 ）通常 の 手続 き に 従 っ て 電源 を切 る。

　再起動す る と き に は つ ぎの 順序 で 計算機を 操 作 す

る。

　 1）通常 の 手続 きに 従 っ て 計算機 に 電源を投入 し ，

　 コ ア の 温度 上昇 を 待 つ 。

　 2） コ ア の 温度訴 十分．と っ た ら， ドラ ム の SWI お

　 よ び SW2 を WORK に す る。

　 3）計算
．
ue　；’！　y ソ t−一ル 第 2 バ ネ ノレ の WORD 　 SET・

　 TING キ イの 3，20 お よ び 22 を オ ソ と し， 他はす

　 べ て オ フ とす る。

　 4 ）計算機 コ ン
’
／　・− r レ第 2 パ ネ ル の キ イ を WORD
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　SET 　IN，　M 　CYCLE 　SKIP，　CYCLE 　STEP α の 順

　 に 押 し ， 続 い て 第 2 パ ネ ル の OPERATION 　START

　キ イ を押す と P 一タ が 回 わ り出す か ，
　 INTERRUP ・

　TION 　IN キ イ を押 す前の 演算を 続け る。

　（以 上 の 3 ）お よ び 4 ） の 操作を 10番地 ス タ ー 1・す

　る と書く）。

　A −1．4． SM −43 の 管理 下 以外 で 計 算機 を使用 す る

　　　 と き

　 こ の と き， もし使用す るプ ロ グ ラ ム が ドラ ム を使用

す る もの で あれ ば ，
SM −43 お よ び関連プ ロ グ ラ ム は

再使用で き な い の で この 章 の 始め か らの 操作を繰返え

し て 行な う必 要 が あ る が ， もし ドラ ム を 使用 し なけ れ

ば再使用が 可能 で あ るの で ， こ の ときは ， 以下 の 操作

を行なう。

　 1 ）ロ
ータ が 回 わ っ て い る と き に 計算機を リセ ッ ト

　 し ， ドラ ム の SW1 お よび SW2 を DEAD

　 に す る。

　 2 ） ドラ ム を使用 しな い 他 の プ ロ グ ラ ム の 演算 を行

　 な う。

　 3 ）終 っ た ら計算機を リセ ッ 1・し ， ドラ ム の SW1

　お よび SW2 を WORK に す る。

　 4 ） SM −43 コ ア 上 テ ープ を PTR に セ ッ ト し ，

　計算機第 1パ ネ ル の INITIAL 　LOAD キ イ を押す

　と，テープが入 力され ， ロ ータ が回わ り出す。

A −2． 船 型試験 解析プ ロ グ ラ ム ，

　　　　 RS −43 の 操作法

　 A −2．1． プ ロ グ ラ ム の 入 力

　 v 一タ が 回わ っ て い る ときに RS −43 プ ロ グ ラ ム

テ ーブを PTR に セ ッ トし，制御 テープ ル の PRC）・

GRAM 　SELECT ス イ ッ チ を 8 に セ
ッ トし ， そ の 下 に

あ る START キ イ を 押 す （こ の 操作 を SW −8 ス ター

トす る と書 く）。

　　 計算機 は テ
ープ の 入力を開始 し ， 途中 5 回停止 し

　て プ ロ グ ラ ム を ドラ ム に 格納する。すべ て を入力す

　 る の に 約 4 分 を要す る。

　 も し ， テ ープ を入 力 して い る途中に ，
1／O エ ラーで

停止 し た ときは，計算機 を リセ ッ トして 10 番地 ス タ ー

ト して 卩
一タ へ 行き ， テ

ープを交換 して こ の 章 の 始 め

か ら も う
一
度行な っ て み る。

　 こ の プ ロ グ ラ ム は A −2，2 ．3 で 述べ る場合の ほ か は

繰返 え し て 使用 で き る。

　 A −2．2． 操 作 法

　A −2．2．1． 曳引車空調室か ら の 操作法
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　 1 ）曳 引車 上 空 調 室操作テ ープ ル の CONTROL

　SELECT ス イ ッ チ を 5 に セ ッ ｝
・
す る。

　 2 ）空調室 フ レ ク ソ ラ イ タ （FW1 ）の MTR に

　データ テ ープ を セ ッ
．トす る。

　 3 ）PROGRAM 　 SELECT ス イ ッ チ を実行する プ

　 ロ グラ ム に よ っ て 次 の よ う に セ ッ トす る。

　　基本 テ ー一プ ， テ ープ 1 ， テ ープ ［
…………・…・・1

　　抵抗試験解析……・…・・………………………・…・・2

　　 自航試験解折………………・・…一…・……・・・・・…3

　　AR 　言十算・・・・・・・…　−tt−・・tt・・t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　4

　　 SMOOTHING − 一…………・…・・…・……・一・5

　　DEAD 　SLOW に ょ る Hughes の 1十 K 計算

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
……

　…………6

　　 （未使用）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　−t・・・・・・…　t−…　7 〜12

　 4）操作テ ーブ ル の キ イ を CARRIAGE 　 RESET
，

　CARRIAGE 　 START ，　 RE Ω
一T ，　 COMPUTER

　START の 11］tt．に 押 す。データ の 入 力お よ び 出力 に 関

　す る こ とお よ び・
演算 の 内容等は RS −42 と変わ らな

　 い 。

　A −2．2．2． 解析機室で の操作法

　デー
タ ， テ

ープ を PTR に セ ッ トし ，
　 PROGRAM

　SELECT 　ス イ ッ チ を 削項 3）に 示 す よ うに セ ッ ト

　し ， ス イ ッ チ の 下 に ある START キイを押す。解

　析結果は FW2 に 出力され る。常数変更表示 の 操

　作 は RS −42 の と き と変 わ らな い 。た だ プ ロ グ ラ ム

　転送時間が 多少長く な っ た 。

　A −2．2．3． RS −43 の 再使用

　 RS −43 は 以 下 に 述 べ る 場 合 は こ わ れ る の で ， 再 入

力す る 必要が あ り， こ の ときは ， ほ か の 被割込み プ P

グ ラム は実行で きな い 。しか し ， こ の 場合以外は ， 何

度 で も繰返え して 使用 で き る。

　 1） SM −43の 管理下以外 で ドラ ム を使用 し た と き。

　 2 ） RS −43 を使用す る と き に rint，　 rral 等の あ と

　の 番 地 に 指定以外の もの を書い た り，
PROGRAM

　SELEGT ス イッ チ の 設定を誤まっ て START キ イ

　 を押 し て し ま っ た と き。こ の と きは 多分計算機が 停

　止 し ， 被割込み プ ロ グ ラ ム の 実行中で あれ ば こ れ も

　 こ われ て しま うで あ ろ う。しか し，も しデータテ ー

　プが 入力さ れ る 前に 上 記 の 誤 りに 気付 い た と きは ，

　空調室で あれ ば直 ち に CARRIAGE 　STOP キ イ を

　押せ ば入 力が停止 され て しばらく後に再び割込 み が

　可能 とな り， 解析機室 で あれ ば 直ちに PTR の ス

　イ ッ チ を切 っ て 計算機 を リセ ッ ト し，10番地 ス タ ー

　 トすれ ば RS −43 そ の 他 を救 うこ とが で き る。

（25 ）
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　 3 ） RS −43 を使用 して い る ときに INVARID 　OPE ・

RATION ラ ン プ が 点灯 して 計算機が 停止 し た り， い

　つ もと異 な っ た 動作を し た り， 出力され た数偃 に 異

　状があ る と き。こ の ときは RS −43 が こ われ て い る

　こ とが 多い 。計 算機 を リセ ッ トし，10番地 ス タ ート

　し割込 み前 の 状態に も どす 。

　つ ぎの 場合は RS −43 は 無傷で あ る が 他の 被割込み

プ P グラ ム を こ わ す の で 絶対 に 行 な っ て は な らな い
。

　 1 ）空調室 の CONTRQL 　SELECT を 6 に セ ッ ト

　 し て 割 込 み を 行 な っ た と き。こ の と きは FW2 か

　ら ERROR 　 OOOOI と メ ッ
セ ージ が 出力 され て ， 被

　割込み プ ロ グ ラ ム の 実行 は 中止され て しま う。そ し

　て 以後空調室か らの 割込み は で きな くな る。これ を

　解除す るに は ，

一
度計算機を リセ

ッ ト し， 1O番地 ス

　タ ートす る必 要が あ る。被割込 み プ V グ ラ ム は 始 め

　か ら （ALPS コ ン パ イ ル なら a を入力す る と こ ろ

　か ら， 実行 プ ロ グ ラ ム なら d を入力す る と こ ろか

　 ら）や りな お す 必 要が あ る。

　2 ）抵抗試験解析で 1回 に データ 7点以上入力 した

　 とき。

　 また ， 計 算機 第 2 パ ネ ル の SR レ ジ ス タ の 内容 を

示す ラ ソ ブが 　●
一

●
一

〇　〇
一

〇
一

●　○
一

〇
一

●

（黒丸は 点灯 を 示 す） と な り，同パ ネ ル の β CYCLE

を示す ラ ン プが 点灯 し て 計算機が 停止 す る こ とが あ る

が ， こ の と き は データ 伝送装置に 異 状 の あ る こ と が多

い e こ の と き は計算機を リセ ッ トし て 10 番地 ス タ ー

トすれ ば R 　S　
−43 ， 被割込 み プ P グ ラ ム 共 に無傷 で あ

る。

A −3． 排水量等計算プ ロ グ ラム 操作法

　 こ の プ ロ グ ラ ム は 解析 室 で の み 行 な え る被割込 み プ

卩 グ ラ ム で あ る。P 一タ が 回 っ て い る と きに ，　 SM −43

用排水量等計算プ P グラ ム テ
ープを PTR に セ ッ ト

し， SW8 ス タ ートす る D テ ープ入 力が 終 わ れ ば

SENCE キ イ を 以 下の よ うに セ ッ トす る。

排水量等計算プ ロ グラ ム A

　 FP1 ，
SENCE ： オ ソ 結果 を FW2 お よ び PTP

　に出力す る 。

　 FP1 ，
SENCE ：オ フ 　結果を PTP に 出力す る。

　 FP2 ，
SENCE ： オ ソ 　結果 を XY プ P

ッ タ に 出

　力す る。

　FP2 ，
SENCE ： オ フ 　結果．を XY プ P ッ タ に出

　力 し な い
。

排水量等計算プ 巨 グ ラ ム B

（26 ）

　 FP1 ，SENCE ：排水量等計算 プ P グ ラ ム A に 同じ。

　 FP2 ，　 SENCE ：無 関 係。

実験状態算出プ ロ グラ ム

　 FP1 ，
SENCE ：無関係。

　 FP2 ，
　 SENCE ：無 関係。

　データ テ ープ を PTR に セ
ッ ト し て SW −8 ス タ

ートす る と 計算に 入 る。な お ，排水量等計算 プ ロ グ ラ

ム A に お い て は ， 再度 ス タ ー トす る と き に PTR よ

リフ ィ
ードマ

ークが入 力され る必要があ る の で ， デー

タ テープの 入 力後 も入 力 テ ープ を そ の ま ま に し て お

く 。 以 上 の ほか ， データ テープの 作成 ， 計算内容 ， 出

力 フ ォ
ーマ

ッ トは SM −41用 の 排水量等計算 プ ロ グ ラ

ム と変 わ らない。ま た INTERRUPTION 　IN キ イ の

使用 （次章参照） は 有効 で あ る。この 処理 を行 な っ て

い る と きは ，
ALPS 等の 他の 被割込 み プ 卩 グ ラ ム は使

用 で きない 。

A −4・ ALPS 　IS の操作法

　 これ は ， 主 として 解析室 で操作す る被割込み コ ン パ

イ ラ で あ る。　　　　　　　　　 、

　 A −4．1． コ ン パ イ ラ の 入 力

　 P 一タ が 回 っ て い る と きに ， ALPS −・IS　 AC ア ープ

を PTR 　 に セ ッ ト し，　 SW −8 ス タ ートす る。こ の

プ P グラ ム は SMAP −IISを使用 し た と き また は SM −

43 の 管理 下以外で ドラ ム を使用 した と き以 外 は ほ と

ん ど こ わ れ な い 。なお ， SM −43 を新 し く入 力 しな お

した ときで ALPS 　IS が ドラ ム に あ る こ とが確実なと

きは，SM −43 用 PSEUDO 　ALPS 　ISテ ープ を PTR

に セ ッ ト し
，

SW −8 ス タ ートすれ ば ALPS 　 IS を再

び 呼び 出す こ とが で きる。

　A −4．2．　ソース テープとデータテープの 作成

　 ソ ース テ ーブ の 作成 に は ，
／0cm ほ どフ ィ

ード マ ー

クを せ ん孔 した あ と
‘‘

a
”

を せ ん 孔 し， 続 い て P ＄

ALPS ’

； P とせ ん 孔す る。　 a の 前に P ， 上段ま た は

下段指定を行な うとエ ラ ーとな る。こ の あ との ソ ース

プ ロ グ ラ ム の 書き方 は 全 く ALPS 　 I と同 じで ょ い 。

　データ テ ープ の 作成 は フ ィ
ードマ ーク の あ と に

“d ”

を せ ん孔 し ， さ らに 5cm ほ ど フ ィ
ードマ ーク をせ ん

孔 した あ と に ALPS 　I と同様 に データを せ ん 孔する。

　A −4 ．3． 操 作 法

　 ロ
ータ が 回わ っ て い る と き に ソ ース テープの フ ィ

ー

ドマ ークか ら PTR に セ ッ トし て SW −9 ス タ ート

する と ， FW2 に ALPS 　 Compilation とメ ッ
セ ージ

が 出［て コ ン パ イ ル を始 め る。
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　　 も し ソ ー
ス テープに 文法上 の あやまりが 検出され

　る と FW2 に 赤字 で ERROR × x （10 進 2 桁）

　とメ ッ セ ージが出て ロ ータ に帰る。

　　 コ ン パ イ ラ が ＄HALT 「

； ⊃ を 読む と ロ ータ へ

　行く。 そ して
， 再び コ ン パ イ ラ に もど るに は 制御 テ

　ーブ ル の LOCK 　キ イ をオ ン に して　（この こ と を

　LOCK を オ ン に す る と書 く） SW −・10 ス タ ートす

　 る 。

　　また コ ン パ イ ル を中断 した い と き は 計算機第 1 パ

　ネ ル の INTERRUPTION 　IN キ イ を押す と ロ ータ

　 へ 行く。 そ して ＝ ソ パ イラ に もどる に は 上記 の よ う

　 に すれ ば よ い し ，
LOCK を オ フ に して SW −10 ス

　 タ ートすれ ば コ ソ パ イ ル は 中止 され る e こ の 操作 は

　計算機を停止す る こ とな し に すべ て の 被割 込 み プロ

　グ ラ ム の 中断，続行 ま た は 中止 を可 能 にす る。

　　 リス トを取 る と きは 必らず キ イ を FP2
，
　SENCE

，

　FP 　I　 SENCE の PILeに 押す 。 こ の 操作 を逆 に す る と

　計算機 は停止 す る こ とが あ る が ， こ の と き は ， 計算

　機 を リ セ ッ トし 10 番地 ス タートして P 一
タへ 帰 し，

　本節 の 始 め か らや りなお す。

　　 コ ン パ イ ル が 終わ る と コ ミ ニニ ケ ーシ ョ ン テーブ

ル を FW2 に 出力 して ， し ば らくの 後 に Phase　L ： と

出力す るか ら， SM −43 用 ALPS 　AS テ
ープを PTR

に セ
ッ Fし ， SW −9 ス タ ートす る。

　　も し外部プ Pt グ ラ ム 　 （EXTERNAL 　PROCE ・

　DURE ）を 使用 し て い れ ば AS テ ープ を入力 した あ

　と に No し enough と メ ッ セ ージ が 1　 r” され るの で ，

　 サ ブ ル ーチ ン 名が外部 プ ロ グ ラ ム の identifierと同

　じ サ ブ ル ーチ ン の り P ケ
ー

タ ブ ル テ ープ を PTR

　に セ ッ 1・し SW −9 ス タ ートす る 。

　も し，す べ て の 外 部 プ V グ ラ ム を入 力 し終 わ っ た か

ま た は 外部 プ ロ グ ラム を 使用 して い な い と きは FW

2 に Compilation　end ．とメ ッ セ
ージが 出て ロ ータ に も

どる。

　データ テープの
“d”の 前か ら PTR に セ ッ ト し

て SW9 ス タ
ーFす る と ALPS の 実行 ブ P グ ラ ム

を 始め る。

　　入力す る データ がない と きは
“ d ”

の み を入力す

　る。haltO； を使用 した と き の 動 作は 全 く＄HALT1 ；

　 の ときと 同 じで ある。

　実行 プ 巨 グ ラ ム が終わ る と P 一タ に 帰 るが ， 再 び実

行プ ロ グ ラ ム を行な う とき は
“d”を入力す る と こ ろ

に も どる 。

　実行プ Pt グラ ム 中の エ ラ
ー

（卩 一ダ ， リ Pt・一ダ の エ

27

ラ ーを含 む ）は ALPS 　I の 時の 〈停止番地〉＋ 1 が エ

ラ ーメ ッ セ ージ と共 に 出力 され る。

　（注）外部プ 巨 グ ラ ム の 入力 は ， AS テ ープ の 前で

　　もよ い 。こ の とき，も しサ ブ ル ーチ ン ネーム が標 準

　　手続きの identifierと一
致 して い るときは外部プ

　　 ロ グ ラム が 入力され ， AS テ ープ の 標準手続 きは

　　 入 力 さ れ な い 。

　A −4．4． ALPS 　IS の 実行プ ロ グラ ム を 曳引車上か

　　　　　ら使用す る方法

　　A −4．4 ．1． ソース テ ープ の 作成

　 こ の 方法 を利用す る とき ，実数は 1．0未満 の 数1直で ，

整数
．
は 5 桁以 内の 数値 しか 入 力で きな い の で ，ス ケー

ル フ ァ ク タ を掛け る操作 が ソ ース プ P グラ ム に含まれ

て い なければならない 。ま た 入 力 また は 出力 す る　id・

entifier 群 の 宣言 の 順序 は，入 出 力 の 順 序 と逆 に し て

お く。 入出力 に 関す る手続きは プ 卩 グ ラ ム 内 に 含まれ

て い な くて もよ い が ， 含まれ て い る とき は ， これ は 解

析機 室 で 入 出力 され る （た だ し ， 後述 の 曳引車上 で の

作表 の ため に外部 プ ロ グラ ム を使用 した 場合を除く）。

また 曳 引 車 か ら指令 で 演算 を開始す る 箇所 に Iabelを

張 っ て お く 。 以 上 の ほ か
．
は ， 通常 の ALPS と全 く同

じ で よい 。

　　A −4・4・2・ デ ータ テープの 作成

　データ を 入力す る方法は ， 船型試験解析 プ P グラ ム

RS −43 と同 じで あ る。そ し て，　 rint ま た は rral の

番地 部に 値 を 入 力 し よ う と す る identifier が割合 て ら

れ た 番地 を 指定す る。identifierの 番地お よ び labelの

実効番地 は プ ロ グラ ム を コ ン パ イ ル す る とき に リ ス ト

を 取 れ ば 示 され る。もし数側 の ident弖fieエ に 続けて 値

を入力す る ときは ， 最 も番地が 若 い idcntifierの 番地

を 指定 し て そ の あ とに ， で 区 切 っ た 数 値 を続 け る と

（整数の 場合 は コ ン マ 2 箇を 区切 り符号 とす る），
つ ぎ

つ ぎに 番地 の 大 きい 方へ と入 力 され る。

　　A −4，4．3．結果 の 出力

　あ とに 述べ る作表用外部 プ P グラ ム を使用 しな い と

きは ， 自動的 に は 出力 を行 な わ な い 。しか し，何 らか の

方法 で 演算の 終了を確認 し て ，RS −43 の wint ，　wral の

機能 を利用 して FW1 に結果を 出力 させ る こ とが で

き る 。 同時に 数個出力 させ た い ときは wral △ △ △ △ ，

の あとに つ づ け て 出力させ た い identifierの 個数 を書

く。

　　A −4．4．4． 操 作 法

　RS −43 が ドラ ム に 格納され て い る もの とす る。ま

た ，
ldentifierの 番地お よび演算開始番 地 は 控 え て あ り，

（27 ）
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プ ロ グラ ム は 完全な 形 で コ ア に あ る もの とす る。

　曳 引 車 空 調 室操作 テ ーブル の CONTROL 　SELECT

を 5 ，
PROGRAM 　 SELECT を 1 に セ ッ ト し ，

つ ぎ

の よ うに せ ん 孔 した テ
ープを FW1 の MTR に セ

ッ トする 。

　 フ ィ
ード rint　262 ，

　 x　 x　 x ×
，

rral 　OOOO ，
．△ △

　△ △，… ，jump　10，ス ト ッ プ コ
ードフ ィ

ードマ
ー

ク

　 な お x × × x は演算開始点の lubelの 実効 番地

　　　　○○○○ は 値を入力す る identi丘er の 番地

　　　 ．△ △ △ △ は そ の 値 （1 未満 の 小数）で あ る。

　操作テーブ ル の キ イ を CARRIAGE 　RESET ，　CAR ・

RIAGE 　START ，　RE Ω
一T，　COMPUTER 　START の

順 に 押す と ， し ば ら く して データ が 入 力 され る。

　演算の 終了を確認 し ，
つ ぎの よ うに せ ん 孔 した テ ー

プを FW1 の PTR に セ ッ ト し，上 記 の 動作を繰

返 え す。

　 フ ィ
ード wral 　OOOO ，△ △ ，　 jump　10，ス トッ プ

コ ードフ ィ
ードマ

ーク ， な お ○○○○ は 出力 し た い

identifierの 先頭 の 番地 ， △ △　は続け て出力 した い

ideDti丘er の 個数 （整数 の と きは そ の 2 倍）で あ る。

　 　 A −4．4．5． 曳 引 車 上 で 作 表 を 行 な い た い と き

　曳引車一ヒで作表 を行 な い た い と きは，外部プ ロ グラ

ム を 使用 し て FWI か ら数値の み整数 （5 桁） 1 個

と実数 （ALPS 型式）7 個 ま で を 1 行 に 出力 す る こ と

が で き る。な お ， この 方法 を使用す る ときは ALPS で

使用 で き る コ ア の 広 さが 半 分 以 下 と な る。つ ぎ に こ の

方法を説明す る。

　 ソ ース プ卩 グ ラ ム の P ＄ALPS ’

； P の つ ぎに ＄〈8

進整数 〉
ノ

； ⊃ をつ け加 え る。 8進整数は コ ソ パ イ ル

の 途中に 出力 され る コ ミ ＝
ニ ケ

ー
シ 。 ン テーブ ル の 2

行 目の 数 が 15 行 目 の 数 よ り大 き くな る よ うに 定め る。

す な わ ち ， まず ＄〈 8進 整数 〉
’
； を書か な い で コ ン パ

イ ル し，こ の と きに 出力され る コ ミ ュニ ケーシ ョ ソ テ

ーブ ル の ユ5 の 後の 数か ら 329 を 引 い て 8 進 数 に 変換

し ， ＄〈 8 進整数 〉
ノ

； とすれ ば よ い
。

つ ぎに ， 宣言と

し て つ ぎの 外部 プ ロ グ ラ ム の 宣言 を つ け 加え る。

　 PROCEDURE 　 fwls （INTEGER 　 i）： EXTERNAL

　　 fwis；

　 PROCEDURE 　 wccw （INTEGER 　i）： EXTERNAL

　 　 WCCW ；

　PROCEDURE 　 wscw （INTEGER 　i）： EXTERNAL

　 WSCW ；

PROCEDURE 　 wicw （INTEGER の： EXTERNAL

　 wiCW ；

（28 ）

　PROCEDURE 　wrcw 　（REAL 　x ）： EXTERNAL

　 　 W 「cw ：

　そ して 曳引車上 に 出力す る と き の wsel の か わ りに

fwls
，
　 wcrlf の か わ りに ，

　 wccw
，
　 wspace の か わ りに ，

wscw ，　 wint の か わ りに ，
　 wicw ，　 wreal の か わ りに wr

cw を使用す る 。 な お ，
　 fwls （ ） の 値が 正 の ときは

FW1 　を 選 択 し ， 負 の と きは デー
タ 伝送 に 　EOT

（東芝説明書 ハードウ ェア 篇参照） を 出す よ う に な っ

て い るの で 出力が 終了 した ときは 必 らず fwls （− 1）；

を実行す る 必要が あ る 。以 上 の ほ か は 通常の ALPS と

変 わ らな い 。プ 卩 グ ラ ム コ ソ パ イ ル 時 の 1’hase　L ： に

は 曳引車出力用曳引車 ALPS 　EXTERNAL 　PROCE ．

DURE ア ープ を入 力す る。　 も し 同
一一一

の プ ロ グ ラ ム を

解析機室 で使用 した い と きは解析機室出力 用 曳 引 車

ALPS 　EXTERNAL 　PRCEDURE テ ープを 入 力 す る。

　 曳引車上 で の 入 力用 テ ープ は次 の よ う に せ ん 孔 す

る 。

　 rral （ま た は rint ）OOOO ，．△ △ △ △ ，・… ，lump

　 XXXX ，ス ト・
ソ プ コ ードフ ィ

ードマ ーク

　 なお，○○○○ ，△ △ △ △ お よ び x × × × は前記

と 同 じ で あ る。

　データ の 入 力 に関す る操作 は 全く前記 と同様に 行な

え ば よ い 。そ して 演算が終わる と直ちに FW1 に 出

力す る。

　解析機室に お け る操作 は ， 上 記 の データ テ ープを P

TR に セ ッ トして SW −1 ス タ ートす れ ば よ い。

　 なお ， こ の 方法 で 演算を行 な う と き は 同時 に 他 の 被

割込み プ ロ グラ ム を行なうこ とは で き な い 。

A −5． SMAP 　IIS の 操作法

　A −5・1． プ ロ グ ラ ム テープ の入力

　 ロ ータ が 回 っ て い る と きに SM −43 用 SMAP 　HS テ

ープ を PTR に セ ッ ト し SW −8 ス タ ートす る。SMAP

IIS は ，
　 ALPS 　IS を使用 し た と き と SM −43 の 管理

下以外 で ドラ ム を使用 し た と き以外 は ほ とん ど こ われ

な い
。
SM −43 を新 し く入力 しなお したときで SMAP

IIS　が ドラ ム に あ る こ とが 確実 な と き は PSEUDO

SMAP 　IISテ ー
フ
゜
を PTR に セ ッ トし SW −8 ス ター

トすれ ば SMAP 　IIS を再 び 呼び 出す こ とが で き る。

　A −5．2．　 ソース テ ープ の 作成

　SM −43 の 管理 下 で SMAP 　HS ア セ ン ブ ル プ ロ グ ラ

ム を実行 す る と きの 制 限 を 以 下 に掲げ る。

　 1）0〜319，8184〜8191 番地 は使用で き ない
e

　2 ）lh命令 は 使用 して は ならない 。こ の 代 替 と し
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　て ， プロ グ ラ ム の 終結時に は go．10 を 実行 させ ，

　
一
時停止 の と きは ze ．〈 次 に 行 く番地 ＞ pgo ．317

　⊃ と す る。そ して 次 の 番地 に行 く と きは LOCK を

　オ ン に し て SW −10 ス タ ー トす る。

　3 ） ドラ ム は原則 と して 使用 で き な い rlS，　SMAP 　IIS

　あ るい は ALPS 　IS が こ わ れ て も よい と きは 80−

　 120 トラ ッ ク を使用 で きる。

　 4 ）MT を利用す る プ ロ グ ラ ム は 使用 で きない。

　 ソ
ー

ス テ
ープは 約 10cm の フ ィ

ードマ
ーク の 後 に

　
“

s
”

を せ ん 孔 し ， さ らに 約 5cm フ ィ
ードマ ーク を

せ ん 孔 した あ と に ソ ース プ ロ グラ ム を せ ん 孔す る。

　A −5．3． 操 作 法

　 ロ ータ が 回わ っ て い る と き に ソ ース テ ープ を
“

s
”

の 前 か らに セ ッ ト し ， SW −9 ス タ ートす る と SMAP

と FW 　2 に 出力 し ア セ ソ ブ ル を 始 め る。　pas　P を 読

む と FW 　2 ｝こ pas と 出力 して 卩
一タ に 行 く 。

LOCK

をオ ソ に して SW −10 ス タ ートす る と再 び ア セ ソ ブル

を開始す る。end 　P を読む と end と出力 し て ロ ータ

に行き ， pass　1 を終了 す る。再び ソ ース テ ープ を
“

s
”

の 後か ら PTR に セ ッ トし SW −10 ス タ ートす る と

pass　2 に入 る。　 pas　P に お ける操作は 前項 と変わ ら

ない 。PTP か ら出力 され た オ ブ ジ ェク トテ ープ を P

TR に セ ッ ト し SW −9 ス タ ートす る。も しオ ブ ジ ェ

ク トが 外部プ ロ グ ラ ム を 要求して い れ ば Not　 enough

と メ ッ セ ージ が 出力 され ， 要求され た外部プ 巨 グ ラ ム

をすべ て 入 力 し 終わ っ た と きは ready と出 力 す る。

オ ブジ ．r ク トの 実行 は ， フ ィ
ードマ ークの あ とに

“d”

を さん 孔 した テ
ープ を PTR に セ ッ ト して SW −9 ス

タ ートす る。もし ， ア セ ン ブ ル 時とオ ブ ジ ェク トの 実

行時が 異 な る と き で ， ドラ ム に SMAP 　IIS が あ る と

きは ，
フ ィ

ードマ ークの あ と に S フ ィ
ード pst　D，　 end

Ppst ⊇ end と さん 孔 した テ ープを PTR に
．ヒ

ッ ト

し て ，
SW −9 ス タ

ートし ，
ロ
ータ に帰 っ た ら LOCK

を オ ン
／
に し，SW −10 ス タ ートすれ ば 上 記 と 同 じ状態

と な る 。

　 また ALPS 　IS が ドラ ム に 格納され て い る と きは，

フ ィ
ードマ ーク の あ と に ap ＄ALPS ’

；） ＄FIN
ノ

；p
とせ ん 孔 した テープを PTR に セ ッ トして SW −9 ス

タ ートすれ ば，phase 　 L ： と出力 して 同様な状態とな

る （た だ し， こ の 場合 は ready の か わ りに Compilation

end ．と出力す る）。

　再 び ア セ V ブル を行な うと きは こ の 項 の 始 め か ら行

なう。また ，
INTERRUPTION 　 IN キ イの 使用は ア

セ ソ ブ ル お よび オ ブ ジ r ．ク トラ ン の 途中で も可能で あ
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る。

A −6，　 MINITAP 　BS

　MINITAP 　BS ア セ V ブラ は RS −43 に付属して い

る の で RS −43 を ドラ ム に 格納 した と き
一
緒に ドラ ム

に 格納 され る 。

　A −6．1． ソ
ース テ

ープの 作成

　ON48 ，260N329 ，6656〜7071 お よ び 8184〜8191

番地 は使用 して は な らな い 。 ま た jh，　は使用 して は

ならない 。そ の か わ りプ P グ ラ ム 終結は go　10，を 実

行 し ， プ 卩 グ ラ ム の 中断 は ze 〈 次 に 行 く番地 〉 ，9Q

317，とす る。 す る と ロ ータ へ もど る の で ， 次の 番地

に行 く と き は LOCK を オ ソ に し て SW −10 ス タ ート

す る。ソ
ー

ス テープは フ ィ
ードマ ーク約 10cm の あ

と に
‘‘

m
”
をせ ん 孔 し ， そ の あ と に ソ ース フ P グ ァ ム

をせ ん 孔 す る 。 　ソ ース テ ープ の 終結 は zc ＜ ス ター ト

ァ ドレ ス 〉％ Pgo317 ％ とす る。

　A −6．3． 操 作 法

　 ソ ース テ ープ を PTR に セ
ッ トし SW −9 ス タ ー ト

す る。オ ブ ジ ，ク トの 実行 に は LOCK を オ ン に して

SW −10 ス タ ートす る 。

　A −6．4． メモ リ
ー

ダ ン プ

　フ ィ
ードマ ークの あ とに 英字 m を せ ん 孔 し ，

つ ぎ

に ／rd ％ Pn ・ X × × × ．：） no 　 OOOO ，：） 9・

d％ とせ ん 孔 し て PTR に セ ヅ トし SW −9 ス タート

す る と ，
× × × × 番 地 か ら OQOO 番 地 ま で ， 番 地

とともに コ ア の 内容が 8 進数で ダン プされ る。

　（注） 5 章お よ び 6 章 の ア セ ン ブ ラ に よ るオ ブ ジ ェ

　　 ク トラ ン 時 に 計算機 が停 止 す る よ うな エ ラーが 生

　　ず る と割込 み が で きな くな る の で ， こ の よ うな こ

　 　 と は な るべ く避 け ね ば な らない 。も し ， こ の よ っ

　　な事 が起 こ っ た とき は直ち に計算機 を リ セ ッ トし

　　 て ユO番地 ス タ
ートし，

ロ
ータ に も どさ ね ば な ら

　　 ない 。

A −7．　 タイム カウ ン タ　（アセ ン ブラのみ

　　　　使用可能）

　A レ ジ ス タ に ／ze ．xxxx ，P （zt × xx × ，〉

ま た は ， ／zf ．x × × × ⊃ （zc × x × x ，） を入 れ ，

IX レ ジ ス タ に ス ター トア ドレ ス を 入 れ て ，　go ．304　p

（9Q　304
，）を実行す る と ， タ イ ム カ ウ ソ タが セ ッ トさ

れ ，
つ ぎの 番地 に もど る が ，

タ イ ム カ ウ ソ タ が オ ソ に な

る と ス タート ア ドレ ス ペ ジ ャ ン プ す る。そ し て こ の ル

ーチ ン 内で go ．10 （go 　 10 ，）D，を実行す る と もとの プ

（29 ）
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ロ グ ラ ム に も ど る。／zx （zt）の と きは 最 大 約 6 秒 ，／zf

（zc ） の ときは 約 11秒 の タ イ ム カ ウ ン タ として 利用 で

きる が ， 共 に 約 1秒 の SM −43 を通過す るた め の 時問

を 含 ん で い る。した が っ て 1 秒以 下 の タ イ ム カ ウ ソ タ

と し て は使 え な い 。
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表
一A ．1． エ ラ ー表示番号 表

エ ラ
ー表示番号

00001

001270026600306003100031100312003Dr

　200353

内 容

00354

00355003560035700360

613315

訂

5304244357637500760511122175013277

3677033333344555556670QOO11111111111111

／

17

00000000000000000000

ユ

0番地 か ら ス タ ート した。（曳引車か ら CONTROL 　 SELECT を 5 に セ ッ トして 割
　込みをか けた。
EXTERNAL 　NAME が 多すぎて 収容 で きない 。

プ ロ グ ラ ム が 大きすぎて 収容 で きない 。

ス イ ヅ チ 命令 の 変数が 項目の 数 よ り大きか った りまた は 負で あ っ た と き。
r ￥ i の iが ゴ≦ 0 の と き。
ス タ ッ ク が あふ れ た と き。

添字 つ き変 数 の 添字が 規定 の 範囲を起 え た と き。

（LOCC ）エL2 呂≧（LIMT ）tl−2g
コ ソ パ イ ル プ ロ グ ラ ム が 3776 ＊ 1 ＊ 2 ＊3 ＊ 4 で か つ ＊ el に O ，

　L 　 2 ， 3 ， 4，5 以外 の

　 もの が あらわれた と き。
コ ソ パ イ ル プ 卩 グ ラ ム の CONU ； に お い て ＄U の 継続 マ ーク が全部つ い て い る と

　 き。

ス タ ッ ク ＄U の 深さが 40 を越 え た。

ス タ ッ ク ＄V の 深さが 20 を越 え た。
rrea1 ，　 rint で 読み こん だ 数宇が 20 字以 上 の と き。
rreal ，　rint で 読み こ ん だ もの の うち数宇 ， 符号，

・
，
　 X　

l お よび コ ン マ 以外の もの が あ
　 る と き。
entier の 変 数の 小数点 以一ヒが 8，388，607，以 上 か ま た は 小数点以 下 で あ っ た と き。

モ ニ タ へ 入る入 口 をまちが えた。

割込 み が 多すぎて 処理 し きれ なくな o た。

処 理 で き な い 割 込 み が 起 っ た 。

曳引車 で SW −10 ス ター1・した。

K コ ードを読む と き で な い の に K コ ードを読ん だ。

ALPS コ ン
／パ イ ラ が ドラ ム に な い

。

SMAP ア セ ソ ブ ラ が ドラ ム に な い 。

ま だ オ ブ ジ ェ ク ト ラ ン は で きな い 。

フ ィ
ードマ ーク ，

t，　 S
，
　 a ，　 m 以外 の 記 号を読 ん だ。

排水量計算で K コ ード， フ ィ
ードマ ーク 以外を読 ん だ。

排 水 量 計 算 の プ 卩 グ ラ ム が 入 っ て い な い 。

曳引車 ま た は 解析室 で SW −0 ス タ ートした．
　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 SW −7　 　 　 〃

　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 SW −11　 　 〃

　 　 　 　 〃 　 　 　 　 　 　 SW −12　 　 　 〃

曳引車 の SW の 信号 が 12 よ り大 きい 。

曳引車 か ら SW −8 ス タートした。

　 　 〃　 　　 SW −9　 　　 〃

コ メ ン ト出力 ル ーチ ソ 内で IX レ ジ ス タ の 内容が 規定 よ り大きい 。
1／0 エ ラー。計算機の ERROR 　RESET キ イ を 2 回押す こ と。
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